
補正予算など41議案を可決・承認しました
◎
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

◎
条
例
等
の
主
な
も
の

議 案 質 疑

※１ 特定健診・特定保健指導 医療保険者が行う、メタボリックシンドローム（内臓脂肪型肥満によって病気が引き起こされやすくなった
状態）の該当者・予備群を抽出するための診査（特定健診）及び健診受診者全員に対して必要に応じて提供する指導（特定保健指導）。

ている。それ以外の個別事例は

一
般
会
計
補
正
予
算
は
補
正
額
約
一
億
三

千
六
百
万
円
で
す
。
補
正
後
の
予
算
総
額
は

約
六
百
六
十
九
億
三
千
六
百
万
円
と
な
り
、

前
年
同
期
の
予
算
に
比
べ
て
、
約
〇
・
八
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
関
連
経
費

五
千
四
百
十
七
万
円

今
年
十
月
一
日
の
川
副
町
、
東
与
賀
町
、

久
保
田
町
と
の
合
併
に
伴
い
、
課
の
配
置
の

全
体
的
な
見
直
し
を
行
う
た
め
の
庁
舎
改
修

費
等
の
経
費
で
す
。

エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
活
用
推
進
事
業八

百
五
十
万
円

エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
二
階
の
医
療
・
健
康
ゾ
ー

ン
の
一
区
画
に
医
療
機
関
の
入
居
が
内
定
し

た
こ
と
に
伴
う
、
施
設
の
改
修
工
事
費
で
す
。

ダ
ム
の
駅
・
情
報
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

千
三
百
五
十
万
円

富
士
町
の
銀
河
大
橋
の
た
も
と
に
あ
る
仮

設
直
売
所
の
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

常
設
ト
イ
レ
、
転
落
防
止
柵
を
整
備
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
事
業

二
百
三
十
万
円

Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
「
サ
ガ
ン
ト
ス
」
と
の

六
月
定
例
会
は
十
五
日
に
開
会
し
、
七
月
四
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
五
、
条
例

七
、
一
般
二
十
九
の
計
四
十
一
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
・
承

認
し
ま
し
た
。

、今後設置予定の屋外広告物審議会での意見を参考に

交
流
宣
言
に
基
づ
き
、
十
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

※
１特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
推
進
事
業

千
二
百
二
十
万
円

平
成
二
十
年
度
か
ら
「
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
」
の
数
値
目
標
の
設
定
が
義

務
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
「
特
定
健
康
診
査

等
実
施
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
制

度
の
円
滑
な
施
行
を
図
る
た
め
の
事
業
を
行

い
ま
す
。

佐
賀
市
屋
外
広
告
物
条
例

良
好
な
景
観
の
形
成
や
風
致
の
維
持
、
屋

外
広
告
物
に
よ
る
危
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、

佐
賀
市
独
自
の
条
例
を
制
定
し
、
新
た
に
自

家
用
広
告
物
を
規
制
す
る
と
と
も
に
、
規
制

地
域
を
市
内
全
域
に
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

佐
賀
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

佐
賀
城
内
地
区
に
お
い
て
、
建
築
物
の
用

途
及
び
高
さ
の
最
高
限
度
の
制
限
を
行
い
、

適
正
な
都
市
機
能
と
健
全
な
都
市
環
境
を
確

保
し
ま
す
。

第73号議案 平成19年度佐賀市一般会計補正予算（第１号)

歳出 総務費 総務管理費 合併関連費 合併関連経費 54,165千円について

(質疑）①消防防災室は１階に移動の予定だが、機器や設備のある２階が望ましいのではないか②福祉総合窓口もつくるのか。

(答弁）①消防防災室は合併に伴い機能強化を図る予定で、２階では必要なスペースが確保できない。１階に移すことで地下の災害備蓄

倉庫にも近くなり、必要なスペースも確保できるので機能強化につながる。また、さまざまな災害情報が確認できる一斉指令

システムは、同じところにあったほうがよいので、今回の移転後にシステムも移転する。②相談窓口スペースと執務スペース

を一度に確保することは困難な状況で、今回は執務スペースの確保を優先し再配置を検討した。分散しているとはいえ保健福

祉部門の配置が同じフロアに集約できたことで、高齢者や障がい者などへの福祉サービスの向上につながる。

第74号議案 平成19年度佐賀市国民健康保険特別会計補正予算（第１号)

歳出 保健事業費 特定健診・特定保健指導推進事業 12,196千円

(質疑）①従来の基本健診やがん検診への影響②保険者ごとの目標が達成できない場合の国保財政への影響、国保税ひきあげにつなが

るおそれは。

(答弁）①国保所管の保険年金課と健診関係を所管している長寿・健康課で市民サービスの低下にならないよう検討している。その他の

既存事業や後期高齢者医療制度、介護保険制度等との調整も検討していく。②目標未達成の場合は、毎年２億から３億円ほど

国保財政に影響すると試算している。医療費抑制のための施策ではあるが、国からの補助金ではなく国保税で対応する経費

や、その成果があらわれるまでの時間等を考慮すると、国保税への影響がまったくないとは現時点では言えない。

第78号議案 佐賀市屋外広告物条例

(質疑）①市民の表現の自由を不当に規制するおそれは②政治活動など以外の適用除外項目も、規則ではなく具体的に条例に明文化す

べきでは。

(答弁）①屋外広告物法第29条に、国民の政治活動の自由その他国民の基本的人権を不当に侵害しないように留意する旨規定されてお

り、条例第39条にその旨を規定している。②第10条第２項第４号に、一般的に考えられる冠婚葬祭や祭礼を代表的なものとし

て例示し 別途定めていきたい。

第113号議案 専決処分について（佐賀市国民健康保険税条例の一部を改正する条例)

(質疑）国保税の最高限度額３万円もの引き上げ条例は、専決処分ではなく、あらかじめ議会に諮るべき。平成４年以降、旧佐賀市では

専決処分を避けてきた経緯があるのでは。

(答弁）議会での審議が大原則ではあるが、地方税法の改正時期と賦課期日との関係で時間的に制約があり、また国保財政が逼迫し、基

金も底をつくような状況であるため、やむをえず専決処分とした。今後は安易に専決処分とせず、原則どおり、議会での審議を

基本にしていきたい。



議案
番号

議 案 名 審議結果

73 平成19年度佐賀市一般会計補正予算（第１号） 補正額 １億3582万円
全会一致
で 可 決

74 平成19年度佐賀市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 補正額 1220万円
賛成多数
で 可 決

補

正

予

算

75 平成19年度佐賀市老人保健医療特別会計補正予算（第２号） 補正額 5956万円

76 平成19年度佐賀市水道事業会計補正予算（第１号）
全会一致
で 可 決

77 平成19年度佐賀市工業用水道事業会計補正予算（第１号）

78 佐賀市屋外広告物条例
賛成多数
で 可 決

79 佐賀市市川活性化施設条例

条 80 佐賀市行政財産使用料条例の一部を改正する条例

81 佐賀市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
全会一致
で 可 決

例 82 佐賀市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例

83 諸富町宅地内排水設備改造資金利子助成補助金交付に関する条例を廃止する条例

84 佐賀市報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例

85 佐賀中部広域連合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について

86 佐賀東部水道企業団を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について

87 佐賀地区衛生処理組合の解散について

88 佐賀地区衛生処理組合の解散に伴う財産処分について

89 天山地区共同衛生処理場組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について

90 天山地区共同塵芥処理場組合規約の変更について

91 天山地区共同斎場組合規約の変更について

一 92 町の区域の設定について 合併に伴う町（川副町、東与賀町、久保田町）の区域の設定
全会一致
で 可 決

93 字の区域の変更について 県営土地改良事業金立東部地区の施行に伴う字の区域の変更

94 字の区域の変更について
県営土地改良事業三瀬地区大谷換地区の施行に伴う字の区域
の変更

95 佐賀市文化交流プラザの指定管理者の指定について 財団法人 佐賀市文化振興財団

96 土地改良事業の施行について 筑後川下流地区に係る維持管理の計画の概要

般
97～
106

市道路線の認定について（10路線）
古村東線、武藤西１号線、城南団地東線、天福院東線、本通寺南線、陸運事務所西線、
高木団地25号線、八戸溝公園北１号線、八戸溝公園北２号線、八戸溝公園北３号線

107
北山小・中学校管理教室棟新築工事（建築）請負契約の締結につ
いて

契約額 ２億8812万円
谷口建設株式会社

108
北山小・中学校普通教室棟新築工事（建築）請負契約の締結につ
いて

契約額 ２億2050万円
株式会社辻組工務店

109 付替市道鷹ノ羽畑瀬線受託合併工事委託契約の締結について
契約額 ３億8390万円
国土交通省九州地方整備局

110 専決処分について（平成18年度佐賀市一般会計補正予算（第11号）） 補正額 6030万円
全会一致
で 承 認

111 専決処分について（平成19年度佐賀市老人保健医療特別会計補正予算（第１号）） 補正額 7055万円

112 専決処分について（佐賀市市税条例の一部を改正する条例）
賛成多数
で 承 認

113 専決処分について（佐賀市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

議案審議結果一覧

さが市議会だより第8号（平成19年6月定例会)
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意

見

書

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
自

主
防
災
組
織
育
成
事
業
費
補

助
金
百
九
十
万
円
に
つ
い
て

こ
の
補
助
金
の
申
請

件
数
は
何
件
だ
っ
た
の
か
。

平
成
十
九
年
度
は
辻

自
治
会
自
主
防
災
会
の
一
件
だ

け
が
申
請
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
。

市
と
し
て
も
、
自
主
防
災
組
織

の
組
織
率
を
上
げ
た
い
と
考
え

て
お
り
、
出
前
講
座
な
ど
、
機

会
が
あ
る
た
び
に
説
明
し
た
り
、

市
報
で
お
知
ら
せ
し
た
り
し
て

い
る
が
、
な
か
な
か
ふ
え
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

申
請
件
数
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
申
請
し
た
い

と
思
っ
て
も
、
申
請
書
類
の
作

成
等
が
難
し
く
、
断
念
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
緊
急
事
態
へ
の
対
策
と
し

て
、
自
主
防
災
組
織
は
重
要
で

あ
る
た
め
、
行
政
の
役
割
と
し

て
、
申
請
し
や
す
い
状
況
を
つ

く
り
、
申
請
件
数
を
ふ
や
す
努

力
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

佐
賀
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

国
会
議
員
の
選
挙
等

の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る

法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
選
挙
長
や
立
会
人

等
の
報
酬
額
を
一
回
当
た
り
五

十
円
ま
た
は
百
円
引
き
下
げ
る
。

次
回
の
参
議
院
選
挙
か
ら
適
用

し
た
い
。

立
会
人
等
の
報
酬
は
、

選
挙
事
務
に
従
事
す
る
市
職
員

の
手
当
と
比
べ
る
と
金
額
に
差

が
あ
る
。
算
定
基
準
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

今
回
改
定
す
る
立
会

人
等
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
国

が
積
算
単
価
を
示
し
て
い
る
。

市
職
員
の
手
当
に
つ
い
て
は
、

そ
の
選
挙
事
務
に
従
事
す
る
職

員
の
平
均
給
与
か
ら
一
時
間
当

た
り
の
単
価
を
算
出
し
、
勤
務

時
間
を
乗
じ
た
金
額
で
支
給
し

て
い
る
。

市
職
員
の
手
当
の
算

定
基
準
に
つ
い
て
は
、
他
の
自

治
体
の
状
況
等
を
調
査
し
、
今

後
検
討
し
て
ほ
し
い
。

す
べ
て
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
を
可
決
ま
た

は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
中
、保
健
事
業
費（
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
推

進
事
業
）
千
二
百
十
九
万
六

千
円
に
つ
い
て

国
の
医
療
制
度
改
革

の
一
つ
で
、
来
年
四
月
か
ら
新

た
に
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
と
い
う
制
度
が
始
ま
る
。
制

度
実
施
に
伴
い
、
特
定
健
診
の

受
診
率
を
、
現
在
の
十
一
％
か

ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
に
六

十
五
％
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ま
た
、こ
れ
は
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う
内
臓

脂
肪
に
着
目
し
た
健
診
で
あ
る

た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
該
当
者
を
平
成
二
十
四

年
度
ま
で
に
十
％
減
少
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
補

正
予
算
は
、
こ
の
事
業
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
、
実
施
計
画
を

策
定
す
る
経
費
で
あ
る
。

現
在
十
一
％
で
あ
る

受
診
率
を
、
六
十
五
％
ま
で
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

こ
の
目
標
を
念
頭
に

置
き
、
今
年
度
実
施
計
画
を
策

定
し
て
い
く
。

特
定
保
健
指
導
を
行

う
場
合
、
保
健
師
一
人
で
年
間

ど
の
く
ら
い
の
人
数
に
対
応
で

き
る
の
か
。保

健
師
一
人
で
年
間

八
十
人
が
限
度
だ
と
考
え
る
。

特
定
保
健
指
導
の
必

要
と
な
る
対
象
者
は
何
人
く
ら

い
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

対
象
者
は
、
受
診
率

六
十
五
％
と
仮
定
し
た
場
合
、

約
六
百
人
と
試
算
し
て
お
り
、

そ
れ
に
対
応
で
き
る
体
制
の
整

備
を
経
年
的
に
計
画
し
て
い
く
。

専
決
処
分
に
つ
い
て
（
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

本
年
三
月
三
十
日
付

で
、
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
、

医
療
分
の
賦
課
限
度
額
を
年
間

五
十
三
万
円
か
ら
五
十
六
万
円

に
引
き
上
げ
た
も
の
。

三
万
円
引
き
上
げ
た

こ
と
で
対
象
と
な
る
世
帯
は
。

試
算
で
約
千
八
百
世

帯
と
推
計
し
て
い
る
。

増
加
す
る
収
入
は
。

調
定
の
増
加
分
は
五

千
三
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

市
民
に
負
担
を
求
め

る
場
合
、
安
易
に
専
決
処
分
せ

ず
、
正
式
に
議
会
で
議
論
す
る

場
を
設
け
て
ほ
し
い
。

す
べ
て
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
を
可
決
ま
た

は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

常
任
委
員
会

▼
担
い
手
農
地
集
積
高
度
化

促
進
事
業
の
助
成
を
求
め

る
意
見
書

（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
日
豪※

２Ｅ
Ｐ
Ａ
╱
Ｆ
Ｔ
Ａ
交

渉
に
対
す
る
意
見
書

（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
最
低
賃
金
に
関
す
る
意
見

書

（
賛
成
少
数
で
否
決
）

▼
就
学
前
医
療
費
助
成
制
度

の
早
期
実
現
等
を
求
め
る

意
見
書（

賛
成
少
数
で
否
決
）

※２ ＥＰＡ/ＦＴＡ ＦＴＡは物品の関税、制限的な通商規則等、通商上の障壁を取り除くことを目的とした協定。ＥＰＡはＦＴＡに加えて
労働市場の開放・投資円滑化・経済協力推進などを含む幅広い協定。



経
済
企
業

〔
説
明
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
意
見
〕

〔
説
明
〕

建
設
環
境

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
質
問
〕

〔
答
弁
〕

〔
審
査
結
果
〕

〔
意
見
〕

〔
審
査
結
果
〕

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
エ

ス
プ
ラ
ッ
ツ
活
用
推
進
事
業

八
百
五
十
万
円
に
つ
い
て

エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
二
階

の
医
療
・
健
康
ゾ
ー
ン
の
間
仕

切
り
や
給
排
水
設
備
な
ど
の
工

事
請
負
費
と
し
て
予
算
を
計
上
。

医
療
機
関
と
は
現
在
交
渉
中
で

あ
る
が
、
先
方
か
ら
の
要
望
で

名
前
の
公
表
は
差
し
控
え
た
い
。

委
員
会
審
査
の
段
階

で
も
医
療
機
関
の
名
前
が
公
表

で
き
な
い
こ
と
は
、
診
療
科
目

に
よ
る
工
事
の
必
要
性
や
そ
の

医
療
機
関
が
エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
の

集
客
施
設
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

か
ど
う
か
な
ど
の
審
査
が
で
き

な
い
。
市
議
会
議
員
も
市
職
員

も
守
秘
義
務
は
あ
る
の
で
、
本

来
な
ら
委
員
会
だ
け
で
も
名
前

を
公
表
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

事
務
段
階
で
は
合
意

に
至
っ
て
い
る
が
、
先
方
か
ら

医
師
会
や
入
院
患
者
と
の
調
整

に
も
う
少
し
時
間
が
必
要
で
あ

り
、
現
時
点
で
の
公
表
は
差
し

控
え
て
ほ
し
い
と
の
申
し
入
れ

が
あ
っ
て
い
る
の
で
理
解
願
い

た
い
。

遅
く
と
も
工
事
着
工

ま
で
に
は
名
前
を
公
表
し
て
ほ

し
い
。
着
工
前
に
先
方
が
断
っ

た
な
ら
予
算
を
使
わ
な
く
て
済

む
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
、
慎
重
に
折
衝

を
進
め
て
い
く
べ
き
。

工
業
用
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
中
、
第
二
取
水
井
戸
新

設
整
備
事
業
一
千
万
円
に
つ

い
て

富
士
町
南
部
工
業
団

地
に
工
業
用
水
を
供
給
し
て
い

る
取
水
井
戸
の
給
水
低
下
に
よ

り
、
二
月
三
日
に
送
水
ポ
ン
プ

が
異
常
停
止
を
し
た
。
現
在
の

井
戸
は
深
度
八
メ
ー
ト
ル
と
浅

く
、
天
候
な
ど
周
囲
の
影
響
を

受
け
や
す
い
の
で
、
安
定
し
た

給
水
量
を
確
保
す
る
た
め
、
深

度
百
メ
ー
ト
ル
の
井
戸
を
掘
削

佐
賀
市
屋
外
広
告
物
条
例
に

つ
い
て

許
可
を
得
て
い
る
看

板
を
示
す
方
法
は
。
自
家
用
広

告
物
の
基
準
（
一
事
業
所
あ
た

り
の
総
面
積
）
は
、
具
体
的
に

案
が
あ
る
の
か
。

許
可
の
印
と
し
て

シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
自
家
用
広
告
物

の
基
準
に
つ
い
て
は
、
事
務
局

案
は
も
っ
て
い
る
が
、
佐
賀
市

屋
外
広
告
物
審
議
会
に
諮
り
決

定
し
た
い
。今

ま
で
ず
っ
と
放
置

し
て
お
き
な
が
ら
突
然
こ
の
よ

う
な
締
め
付
け
が
な
さ
れ
、
業

が
成
り
立
た
な
く
な
る
と
い
う

声
も
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
業
者

に
ど
う
周
知
を
図
る
の
か
。

県
条
例
が
で
き
四
十

年
以
上
経
つ
が
、
指
導
が
で
き

て
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
現
状
。

今
後
は
、
市
報
掲
載
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
分
り
や
す
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
を
作
っ
て
業
者
に

説
明
す
る
。
ま
た
、
今
回
指
導

し
て
一
番
分
っ
た
こ
と
は
、
広

告
主
が
違
反
と
気
づ
い
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
点
。
看
板
を
出

す
広
告
主
の
方
に
対
し
、
機
会

あ
る
ご
と
に
説
明
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

佐
賀
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

今
回
の
条
例
改
正
に

つ
い
て
、
地
権
者
か
ら
い
ろ
ん

な
意
見
が
出
た
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
て
、
そ

れ
を
ど
う
反
映
し
た
の
か
。

共
同
住
宅
の
規
制
、

高
さ
の
規
制
に
つ
い
て
緩
和
を

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、

緩
和
措
置
を
設
け
た
。
都
市
計

画
審
議
会
に
も
経
過
と
措
置
を

説
明
し
、
議
決
を
受
け
た
上
で
、

今
回
の
提
案
と
な
っ
た
。

既
存
の
不
適
格
建
築

物
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

ま
た
そ
の
対
応
は
。

民
間
の
建
物
に
お
い

て
、
戸
数
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い

る
も
の
三
棟
、
三
階
以
上
の
建

物
三
十
六
棟
と
な
っ
て
い
る
。

不
適
格
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
戸
数
及
び
高
さ
ま
で
建

て
か
え
を
許
可
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
特
例
許
可
と
な
る
た
め
、

い
ろ
ん
な
面
で
配
慮
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

す
べ
て
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
を
可
決
ま
た

は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

常
任
委
員
会

す
る
。

工
業
用
水
は
、
本
来

な
ら
不
安
定
な
地
下
水
に
頼
る

よ
り
も
表
流
水
で
行
う
べ
き
で

あ
る
。
工
場
の
増
産
や
増
設
に

対
応
す
る
た
め
に
も
、
工
業
用

水
の
確
保
に
つ
い
て
は
安
定
し

て
供
給
で
き
る
体
制
を
つ
く
る

べ
き
。

す
べ
て
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
を
可
決
ま
た

は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。条例が適用されている区域

エスプラッツ２階の着工前の様子

さが市議会だより第8号（平成19年6月定例会)




